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埼
玉
県
の
蚕
神

矢　

嶋　

正　

幸 

（
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
）

は
じ
め
に

　

養
蚕
業
が
、
我
が
国
に
お
け
る
主
要
産
業
の
座
を
占
め
て
い
た
時
代
が
あ
る
。

幕
末
期
、
ペ
リ
ー
来
航
に
端
を
発
す
る
諸
外
国
と
の
貿
易
に
お
け
る
総
輸
出
額
の

中
で
、
生
糸
の
割
合
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
め
て
い
た
。
明
治
期
も
、
生

糸
の
重
要
輸
出
品
と
し
て
の
地
位
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
生
産
量
は
年
々
高
ま

り
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
世
界
一
の
生
糸
輸
出
国
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
が
途
絶
す
る
ま
で
続
い

た
。
さ
ら
に
戦
後
に
な
っ
て
も
養
蚕
業
を
起
源
と
す
る
繊
維
業
が
主
要
産
業
だ
っ

た
時
代
が
長
く
続
い
た
。

　

全
国
各
地
で
養
蚕
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
埼
玉
県
は
、
群
馬

県
・
福
島
県
に
次
い
で
全
国
三
位
の
産
繭
量
を
誇
る
「
養
蚕
王
国
」
で
あ
っ
た
。

近
世
期
、
県
内
の
養
蚕
農
家
は
、
畑
の
隅
に
植
え
た
畔
桑
や
山
地
や
河
川
沿
い
の

土
地
を
桑
園
と
し
て
き
た
が
、
養
蚕
業
の
発
展
に
伴
い
桑
園
面
積
は
広
が
り
、
昭

和
初
年
の
最
盛
期
に
は
、
県
全
体
で
一
〇
、
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
、
養
蚕

農
家
も
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
戸
を
超
え
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
養
蚕
業
は
見
る

影
も
な
く
、
令
和
六
年
度
（
二
〇
二
四
）
に
は
、
七
戸
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
県
内
で
は
産
業
と
し
て
の
養
蚕
は
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
が
、
各

地
に
養
蚕
文
化
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
蚕
の
飼
育
技
術
が
未
発
達
だ
っ
た
時

代
、
蚕
を
安
全
に
育
て
繭
を
無
事
に
収
穫
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
運
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
農
家
は
神
仏
へ
養
蚕
安
全
、
養
蚕
倍
盛
の
祈
り

を
欠
か
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
で
も
寺
社
境
内
の
片
隅
に
は
、
蚕
神
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
石
造
物
が
佇
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
農
家
が
養
蚕
成
功
を
祈
っ
て
い

た
痕
跡
で
あ
る
。

　

近
年
、
養
蚕
業
が
盛
ん
だ
っ
た
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
蚕
神
に
つ
い
て
の
調
査

が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
群
馬
県
で
は
、
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道
師
協
会
が

『
群
馬
の
蚕
神
―
群
馬
県
蚕
神
総
合
調
査
報
告
書
―

（
註
１
）』

を
ま
と
め
、
四
五
六
件
の

蚕
神
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
新
井
清
が
神
奈
川
県
内
の
七
九
件
の
蚕
神
を

ま
と
め
た
『
か
な
が
わ
の
養
蚕
信
仰
―
調
査
資
料
集
成
―

（
註
２
）』

を
私
家
本
と
し
て
発

行
し
て
い
る
。
同
様
に
、
小
野
川
恵
美
子
は
、
長
野
県
諏
訪
地
方
の
蚕
神
の
石
碑

一
三
三
件
を
『
諏
訪
の
蚕
神

（
註
３
）』

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
調
査
報
告
に
よ
り
、
地
方
ご
と
に
特
徴
的
な
養
蚕
信
仰
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
埼
玉
県
内
に
お
け
る
蚕
神
の
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と

は
、
養
蚕
信
仰
研
究
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

調
査
対
象
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、
神
社
や
石
碑
と
い
っ
た
公
開
状
態
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
取
り
上

げ
た
。
個
人
が
所
蔵
す
る
神
仏
の
掛
け
軸
や
像
な
ど
は
、
全
県
的
な
調
査
は
難
し

い
た
め
省
い
た
。

　

ま
た
、
養
蚕
信
仰
の
対
象
は
、
諏
訪
や
弁
財
天
と
い
っ
た
蛇
が
連
想
さ
れ
る
も

の
や
、
稲
荷
や
大
黒
天
な
ど
の
農
作
物
全
般
に
関
係
す
る
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
全
て
を
取
り
扱
う
と
蚕
神
と
し
て
の
特
徴
が
見
え
づ
ら
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
今
回
は
養
蚕
を
専
門
と
す
る
神
仏
の
み
を
取
り
上
げ
た
。

オ
シ
ラ
講
や
オ
キ
ヌ
サ
マ
と
い
っ
た
習
俗
や
、
秩
父
市
四
万
部
寺
の
蚕
施
餓
鬼
や
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日
高
市
霊
厳
寺
の
蚕
影
山
護
摩
祈
祷
と
い
っ
た
行
事
に
つ
い
て
も
調
査
対
象
に
す

べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
オ
シ
ラ
講
で
掲
げ
る
掛
け
軸

の
尊
像
な
ど
は
、
弁
財
天
や
観
音
、
蚕
影
山
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
た
め
習

俗
や
行
事
を
本
調
査
の
対
象
に
含
め
る
と
や
は
り
特
徴
が
曖
昧
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
養
蚕
関
連
の
習
俗
・
行
事
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
ま
た

養
蚕
の
祝
詞
を
古
文
書
と
し
て
所
有
し
た
り

（
註
４
）、

か
つ
て
蚕
神
の
護
符
を
出
し
て
い

た
寺
社

（
註
５
）も

あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
同
様
に
割
愛
し
た
。
さ
ら
に
美
里
町
木
部
や
深
谷

市
萱
場
に
あ
る
「
秋
蚕
の
碑
」
の
よ
う
な
養
蚕
に
関
わ
る
顕
徳
碑
に
つ
い
て
も
信

仰
と
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
除
外
し
た
。
そ
の
一
方
、
慰
霊
碑
の
よ
う

な
信
仰
と
か
か
わ
り
の
深
い
も
の
は
、
蚕
神
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
う
し
た
基
準
に

従
う
な
ら
、
本
調
査
の
対
象
は
「
養
蚕
関
係
信
仰
物
」
と
表
記
し
た
方
が
正
確
と

な
ろ
う
。
し
か
し
、
他
地
域
の
調
査
報
告
書
と
名
称
を
合
わ
せ
た
方
が
、
今
後
の

研
究
の
便
宜
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、
あ
え
て
「
蚕
神
」
と
呼
称
す
る
。

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
『
埼
玉
の
神
社

（
註
６
）』

、
市
町
村
史
、
シ
ル
ク
民
俗
研
究
会
カ

イ
コ
ロ
ー
グ
の
ブ
ロ
グ
等
を
参
考
に
し
た
。
そ
の
他
、
個
人
か
ら
の
情
報
提
供

（
註
７
）を

受
け
た
も
の
や
実
地
調
査
に
よ
っ
て
見
つ
け
た
も
の
も
あ
る
。
基
本
的
に
は
本
稿

執
筆
者
個
人
が
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
漏
れ
が
あ
る
こ
と
は
ご
容
赦
願
い

た
い
。
ま
た
、
追
加
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

○
地
域
別
、
年
代
別
に
み
る
蚕
神

　

本
調
査
で
は
、
一
三
三
件
の
蚕
神
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
所
在
地
を
地
域
で
分

け
て
み
る
と
、
北
部
地
域
六
七
件
、
西
部
地
域
四
五
件
、
秩
父
地
域
一
六
件
、
中

央
地
域
三
件
、
東
部
地
域
二
件
と
な
る
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
当
時
に
お

け
る
収
繭
量
が
高
い
地
域
を
順
に
並
べ
る
と
、
北
部
地
域
約
二
、
〇
〇
〇
ト
ン
、

西
部
地
域
約
一
、
三
〇
〇
ト
ン
、
秩
父
地
域
約
五
九
〇
ト
ン
、
中
央
地
域
約
四
〇

ト
ン
、
東
部
地
域
約
四
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
蚕
神
の
分
布
と
対
応
し
て
い
る

（
註
８
）。

養
蚕
が
盛
ん
な
地
域
で
は
蚕
神
信
仰
も
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

創
設
、
建
立
年
が
分
か
る
も
の
は
四
八
件
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
近
世
期
の
も

の
が
一
四
件
、
明
治
時
代
が
二
四
件
、
大
正
時
代
が
三
件
、
昭
和
時
代
が
七
件
と

な
る
。

　

最
も
古
い
も
の
が
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
建
立
さ
れ
た
所
沢
市
堀
之
内

に
あ
る
「
馬
鳴
尊
者
」
で
あ
る

（
註
９
）。

次
に
古
い
も
の
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

に
建
立
さ
れ
た
川
越
市
笠
幡
の
「
蚕
影
山
馬
鳴
菩
薩

）
10

（
註

」
、
三
番
目
に
古
い
も
の

が
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
建
立
さ
れ
た
日
高
市
高
萩
の
「
蚕
影
三
尊
塔
」

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
県
内
で
の
初
期
段
階
の
蚕
神
信
仰
は
、
馬
鳴
菩
薩
、
も
し

く
は
蚕
影
山
を
対
象
と
し
て
、
入
間
郡
で
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
入
間
郡
の
中
心
地
、
川
越
で
は
絹
市
が
立
つ
な
ど
し
て
近
世
中
期
か
ら
絹
産

業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
蚕
神
の
普
及
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

そ
の
一
方
、
北
部
地
域
で
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
建
立
さ
れ
た
神
川

町
関
口
の
「
蚕
養
社
」
だ
け
が
、
近
世
期
に
遡
れ
る
事
例
と
な
る
。
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
頃
の
上
野
国
、
武
蔵
国
で
の
各
絹
市
場
で
の
取
引
量
を
ま
と
め
た

「
上
州
武
州
市
場
卸
領
主
様
并
郡
附

）
11

（
註

」
を
見
る
と
、
八
幡
山
、
本
庄
、
深
谷
、
熊

谷
で
絹
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
期
の
北
部
地
域
で
も
養
蚕
業
は
盛

ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
で
は
な
ぜ
、
北
部
地
域
は
近
世
以
来
の
養
蚕
地
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蚕
神
の
分
布
が
薄
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因

は
、
本
地
域
で
は
複
数
の
商
品
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
推
測

す
る
。
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横
浜
が
開
港
と
な
り
、
輸
出
産
業
と
し
て
養
蚕
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

以
前
、
北
部
地
域
で
の
商
品
作
物
は
、
藍
の
比
重
が
大
き
か
っ
た
。
文
久
二
年

（
一
八
六
五
）
に
利
根
川
の
小
島
河
岸
か
ら
運
ば
れ
た
商
品
で
は
、
桑
が
取
引
さ

れ
た
日
数
は
四
日
間
だ
っ
た
の
に
対
し
、
藍
葉
、
藍
玉
は
九
日
間
と
な
っ
て
お

り
、
開
港
後
で
も
藍
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る

）
12

（
註

。
そ
の
他
に
木
綿
が
中
世

以
来
の
産
物
と
し
て
知
ら
れ
お
り
、
明
治
十
年
代
の
地
誌
で
あ
る
『
武
蔵
国
郡
村

誌
』
で
は
、
大
里
郡
の
特
産
品
と
し
て
藍
・
木
綿
・
繭
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
幡

羅
郡
東
別
府
村
出
身
の
老
農
で
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
麦
作
改
良
法
に
貢

献
し
た
権
田
愛
三
は
、
日
取
り
を
計
画
す
れ
ば
麦
作
と
養
蚕
の
両
立
が
で
き
る
と

述
べ
て
い
る
が

）
13

（
註

、
こ
う
し
た
提
言
の
背
景
に
は
、
麦
の
収
穫
と
養
蚕
の
時
期
が
被

る
た
め
、
養
蚕
を
あ
え
て
お
こ
な
わ
な
い
農
家
も
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
作
物
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
北
部
地
域
で
は
、
養
蚕
へ
の
依
存
度

は
西
部
地
域
と
比
べ
る
と
低
か
っ
た
。
そ
し
て
明
治
以
降
に
養
蚕
の
比
重
が
高
く

な
る
に
伴
い
蚕
神
信
仰
が
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
、
次
に
最
も
新
し
い
蚕
神
を
見
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
に
建
立
さ
れ
た
滑
川
町
月
輪
の
「
蚕
魂
之
碑
」
と
な
る

）
14

（
註

。
同
碑
隣

に
は
、
「
月
輪
稚
蚕
共
同
飼
育
所
建
設
記
念
碑
」
が
あ
り
、
稚
蚕
共
同
飼
育
所
の

建
設
に
合
わ
せ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

は
、
埼
玉
県
内
で
の
戦
後
最
高
収
繭
量
と
な
る
一
三
、
二
〇
〇
ト
ン
を
記
録
し
た

年
で
も
あ
っ
た

）
15

（
註

。
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
生
糸
の
輸
入
が
輸
出
を
上
回
る
な

ど
養
蚕
業
は
衰
退
の
兆
し
を
見
せ
は
じ
め
、
お
よ
そ
十
年
後
の
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
の
収
繭
量
は
七
、
二
〇
〇
ト
ン
に
ま
で
急
落
し
た
。
つ
ま
り
昭
和

四
十
年
代
が
県
内
で
養
蚕
業
が
輝
い
て
い
た
最
後
の
年
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
埼
玉
県
内
で
の
蚕
神
は
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
か
ら
昭

和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
ま
で
の
二
百
数
十
年
間
に
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
国
内
で
養
蚕
業
が
隆
盛
し
た
時
期
と
符
合
し
て
い
る
。
次
に
各
時
代

に
お
け
る
蚕
神
の
特
徴
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

○
近
世
期
の
蚕
神

　

近
世
期
の
年
号
が
分
か
る
も
の
は
一
四
件
あ
る
。
年
号
は
確
認
で
き
な
い
も
の

の
、
明
ら
か
に
近
世
期
に
遡
る
も
の
も
複
数
あ
る
が
割
愛
し
た
。
名
称
で
分
け
る

と
、
馬
鳴
菩
薩
系
が
三
件
、
蚕
影
山
系
が
八
件
、
そ
の
他
と
し
て
蚕
養
神
、
梅
宮

神
社
、
蚕
生
大
権
現
、
養
蚕
神
社
の
四
件
が
あ
る
（
川
越
市
笠
幡
の
「
蚕
影
山
馬

鳴
菩
薩
」
は
、
馬
鳴
菩
薩
系
、
蚕
影
山
系
の
両
方
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
）
。
こ

の
う
ち
の
蚕
養
神
と
梅
宮
神
社
は
、
「
こ
か
げ
さ
ま
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
最
も
古
い
も
の
は
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

の
銘
を
持
つ
所
沢
市
堀
ノ
内
の
「
馬
鳴
尊
者
」
と
な
る
（
写
真
１
）
。
馬
鳴
菩
薩

は
、
衣
服
を
授
け
る
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
中
世
以
降
に
信
仰
が
な
さ
れ
た
。

　

二
番
目
に
古
く
、
ま
た
最
も
件
数
の
多
い
蚕
影
山
系
は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に

所
在
す
る
蚕
影
山
神
社
を
本
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
近
世
期
に
は
桑
林
寺
を
別

当
と
し
た
蚕
影
山
神
社
で
は
、
天
竺
か
ら
流
さ
れ
て
き
金
色
姫
が
、
常
陸
国
筑
波

郡
豊
浦
湊
に
辿
り
つ
き
、
死
後
に
蚕
に
変
じ
た
と
い
う
縁
起
を
う
た
い
、
養
蚕
農

家
へ
の
布
教
を
図
っ
た
。
金
色
姫
を
祀
る
信
仰
と
し
て
は
、
蚕
影
山
の
他
に
、
神

栖
市
、
星
福
寺
（
蚕
霊
神
社
）
を
発
祥
と
す
る
絹
笠
信
仰
、
明
治
に
な
っ
て
勢
力

を
拡
大
し
た
日
立
市
、
蚕
養
神
社
の
蚕
養
信
仰
の
三
系
統
が
あ
る
。
群
馬
県
で

は
、
蚕
影
山
信
仰
が
中
・
西
・
北
毛
地
域
に
、
絹
笠
信
仰
は
中
・
西
毛
地
域
に
分

布
す
る
と
い
う
地
域
差
が
見
ら
れ
る
が

）
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、
埼
玉
県
で
は
絹
笠
神
は
三
件
な
の
に
対

し
、
蚕
影
山
は
八
七
件
と
、
蚕
影
山
が
と
り
わ
け
多
く
、
地
域
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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ち
な
み
に
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
星
福
寺
か
ら
馬
鳴
菩
薩
を
勧
請
し
て
き

た
上
里
町
大
光
寺
で
は
、
蚕
影
山
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
人
神
を
祀
っ
た

梅
宮
神
社
の
こ
と
を
地
元
で
は
「
こ
か
げ
さ
ま
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に

蚕
神
の
代
名
詞
と
し
て
蚕
影
山
が
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
蚕
影
山
と
呼
ば
れ

な
が
ら
も
、
来
歴
と
し
て
は
筑
波
山
麓
以
外
か
ら
来
た
も
の
も
存
在
す
る
と
推
定

さ
れ
る
。

　

さ
て
、
近
世
以
前
に
発
行
さ
れ
た
蚕
影
山
の
御
影
は
、
勢
至
菩
薩
を
本
尊
と
し

脇
侍
に
金
色
姫
と
霖
異
大
王
が
配
置
さ
れ
る
三
尊
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
日

高
市
高
萩
の
「
蚕
影
三
尊
像
」
は
、
こ
の
御
影
を
写
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

（
写
真
２
）
。
し
か
し
、
中
に
は
勢
至
菩
薩
で
は
な
く
、
蚕
影
山
の
本
地
を
馬
鳴
菩

薩
と
す
る
言
説
も
あ
っ
た
。
川
越
市
笠
幡
で
は
「
蚕
影
山
馬
鳴
菩
薩
」
と
蚕
影
山

と
馬
鳴
菩
薩
が
併
記
さ
れ
て
い
る
が
、
蚕
影
山
を
蚕
神
の
代
名
詞
と
し
て
使
用
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
齟
齬
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
石
碑
の
建
立
者
を
見
る
と
、
所
沢
市
で
は
個
人
、
川
越
市
笠
幡
で
は

「
蔵
ヶ
谷
戸
講
中
」
と
い
う
小
字
ク
ラ
ス
の
講
中
、
神
川
町
関
口
で
は
「
関
口
村

中　

植
竹
村
新
田
講
中
」
と
い
う
近
隣
の
三
村
に
跨
る
講
中
と
、
様
々
な
レ
ベ
ル

の
講
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
明
治
時
代
の
蚕
神

　

明
治
時
代
は
二
四
件
の
蚕
神
が
確
認
さ
れ
、
最
も
信
仰
需
要
が
高
ま
っ
た
時
代

と
い
え
る
。
名
称
を
見
て
み
る
と
蚕
影
山
系
が
一
九
件
と
な
っ
て
お
り
、
蚕
影
山

信
仰
は
近
世
期
に
引
き
続
い
て
隆
盛
を
誇
っ
た
。
そ
の
他
の
名
称
と
し
て
は
、
飯

能
市
の
「
蚕
養
運
徳
尊
」
が
あ
る
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
日
立
市
の
蚕
養
神
社

が
金
色
姫
の
本
拠
と
し
て
力
を
入
れ
て
布
教
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
蚕
養

は
、
一
般
名
詞
と
し
て
も
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
蚕
養
運
徳
尊
」
が
日
立
市
か

ら
直
接
影
響
を
受
け
た
も
の
か
ど
う
か
は
確
か
で
は
な
い
が
、
可
能
性
と
し
て
附

記
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
こ
の
時
期
に
特
徴
的
な
の
が
、
霜
な
ど
の
災
害
を
き
っ
か
け
と
し
て
蚕

影
山
が
勧
請
さ
れ
た
事
例
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
例
を
八
件
確
認
で

き
る
。

・
深
谷
市
山
河
で
は
、
晩
霜
の
た
め
死
ん
だ
稚
蚕
を
境
内
に
埋
め
、
そ
の
上
に
祠

を
建
て
た
。

・
深
谷
市
小
前
田
で
は
、
明
治
十
五
年
の
降
霜
で
死
ん
だ
蚕
を
鎮
守
境
内
に
埋
め

て
、
そ
の
上
に
蚕
影
を
勧
請
し
た
。

・
鳩
山
町
大
橋
で
は
、
明
治
十
五
年
の
降
霜
を
き
っ
か
け
に
蚕
影
神
社
を
勧
請
し

た
。

・
熊
谷
市
妻
沼
小
島
で
は
、
明
治
二
十
六
年
の
霜
害
に
よ
っ
て
死
ん
だ
蚕
を
埋
め

て
石
碑
を
建
立
し
た
。

・
深
谷
市
境
で
は
、
明
治
二
十
六
年
の
降
霜
に
よ
っ
て
桑
葉
が
枯
れ
た
こ
と
に
よ

り
死
ん
だ
蚕
を
土
に
埋
め
、
そ
の
上
に
蚕
影
神
社
を
勧
請
し
た
。

・
美
里
町
倉
林
・
河
和
地
区
で
は
、
霜
害
を
受
け
て
死
ん
だ
三
齢
蚕
を
慰
霊
す
る

写真 1 　所沢市堀之内
享保19年（1734）「馬鳴尊者」

写真 2 　日高市高萩
文化 5 年（1808）「蚕影三神塔」
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た
め
蚕
影
山
霊
神
の
石
碑
を
明
治
二
十
七
年
に
建
て
た
。

・
本
庄
市
児
玉
町
飯
倉
で
は
、
明
治
三
十
年
頃
に
霜
害
で
死
ん
だ
蚕
を
埋
葬
し
て

石
碑
を
建
て
た
。

・
深
谷
市
原
郷
で
は
、
明
治
四
十
三
年
六
月
九
日
の
火
災
と
八
月
十
一
日
の
洪
水

で
死
ん
だ
蚕
の
慰
霊
の
た
め
蚕
影
霊
神
碑
を
建
て
た
。

　

石
碑
の
中
に
は
、
建
立
の
経
緯
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
自
然
災
害

伝
承
碑
と
し
て
有
益
な
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翻
刻
し
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

【
翻
刻
１
】
熊
谷
市
妻
沼
小
島
「
蚕
影
山
神
社
」
（
写
真
３
）

（
表
面
）

　

蚕
影
山
神
社

（
裏
面
）

　

古
来
有
蟲
祭
者
也
蓋
蝗
螟
為
害
禾
果
殺
之
故
祭
其
土
精
乎
誠
／
者
所
以
也
夫
災

人
生
混
虫
且
然
況
於
益
人
生
者
乎
頃
明
治
二
十
六
／
年
五
月
六
日
繁
霜
草
木
悉

枯
乾
而
如
冬
野
時
既
至
於
蚕
兒
發
育
／
而
初
眠
或
二
眠
然
而
一
朝
失
飼
育
糧
無

如
之
何
歎
極
而
之
乃
□
之
土
漫
／
其
殤
之
幾
億
矣
哉
嗚
呼
此
災
雖
謂
在
蚕
兒
抑

亦
人
災
也
茲
仝
年
／
九
月
有
志
相
謀
卜
地
建
之
以
祀
曰
先
王
化
民　

令
后
妃
桑

　

蕃
殖
国
産
／
冠
於
万
邦　

茲
春
霜
害　

蚕
兒
悉
殤　

載
斎
嘗
之　

慶
以
轉
殃

　

寄
付
者
氏
名
省
略

【
翻
刻
２
】
深
谷
市
境
玉
津
島
神
社
「
秋
蚕
碑
」
（
写
真
４
）

（
表
面
）

　

秋
蚕
碑

　

明
治
癸
巳
季
晩
春
有
霜
害
之
憂
春
蚕
不
育
里
民
悉
困
難
矣
則
庶
／
民
協
力
立
経

済
之
方
針
計
救
助
法
卒
先
起
於
組
合
飼
育
秋
蚕
名
／
称
玉
精
組
紃
員
陸
続
有
加

盟
矣
更
撰
紃
員
中
派
遣
長
野
県
東
筑
／
摩
郡
松
本
撰
善
良
之
蛹
卵
勉
励
飼
育
斯

有
年
矣
先
□
明
治
初
季
／
秋
蚕
無
益
為
有
害
論
説
不
少
厥
後
駸
駸
而
悟
無
害
有

益
今
乎
穐
／
蚕
之
為
有
益
人
皆
知
之
我
社
員
数
歳
之
久
不
見
違
作
焉
各
地
漸
／

漸
聞
其
風
説
来
請
入
会
者
較
及
千
五
百
餘
名
是
憑
組
合
規
律
之
／
善
與
役
員
諸

氏
之
真
意
矣
今
粤
組
合
諸
氏
等
欲
鳩
資
以
建
碑
首
／
唱
庶
彦
酧
功
勞
傳
莢
榮
不

朽
而
嘱
余
乎
文
余
未
知
斯
道
雖
然
視
／
益
国
家
不
少
不
耐
欣
喜
乃
叙
紃
合
組
織

之
梗
概
以
應
之
為
銘
曰

写真 3 　熊谷市妻沼小島
明治26年（1893）「蚕影山神社」

写真 5 　深谷市原郷
大正10年（1921）「蚕影霊神碑」

写真 4 　深谷市境
明治35年（1902）「蚕影山神社」
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優
勞
吝
與　

逸
豫
者
淪　

宜
哉
勤
勔　

斯
秋
糸
鮮

　
　
　

玉
精
其
粹　

殆
専
洋
津　

噫
嘻
表
巧　

佐
家
榮
人

　

明
治
三
十
五
季
十
月　
　
　

秋
㟁
蓮
沼
康
實
撰
書
并
篆
額

（
裏
面
）

　

寄
付
者
氏
名
省
略

【
翻
刻
３
】
深
谷
市
原
郷
「
蚕
影
山
霊
神
碑
」
（
写
真
５
）

（
表
面
）

　

蚕
影
山
霊
神
碑

　

官
幣
大
社
氷
川
神
社
宮
司
正
六
位
勲
六
等
額
賀
大
真
篆
額

　

斎
藤
菊
次
郎
者
大
里
郡
幡
羅
邨
人
也
世
住
楡
山
神
社
南
自
少
時
聞
／
敬
神
愛
国

之
説
深
信
之
業
農
長
春
蚕
与
同
志
者
協
力
起
大
日
本
蚕
／
種
協
会
益
改
良
蚕
種

而
拡
張
販
路
矣
好
俳
句
号
冷
香
夙
紹
述
祖
翁
／
之
遺
志
謀
斯
道
之
興
隆
為
世
人

所
知
也
于
時
明
治
四
十
三
年
六
月
／
九
日
蚕
室
有
火
災
春
蚕
悉
焼
死
七
月
至
長

野
県
巡
視
数
郡
精
選
秋
／
蚕
種
善
良
者
販
売
諸
府
県
八
月
十
一
日
関
東
大
水
利

根
荒
川
二
川
／
漲
溢
浸
于
田
野
水
量
達
二
十
尺
秋
蚕
児
溺
死
頗
多
焉
冷
香
慨
然

歎
／
曰
吾
従
斯
業
二
十
有
余
年
常
期
建
蚕
影
霊
神
碑
報
神
徳
未
遂
之
今
／
見
此

災
害
豈
不
悲
乎
速
欲
建
其
碑
為
亡
蚕
祭
其
霊
為
蚕
業
祈
福
利
／
公
表
其
旨
意
得

多
数
賛
助
者
而
建
其
碑
於
楡
山
神
社
側

　
　
　

前
代
議
士　

塚
田
太
郎
撰　
　

東
洲
柳
田
酉
謹
書

（
裏
面
）

　

寄
付
者
氏
名
省
略

　

群
馬
県
内
に
も
同
様
の
自
然
災
害
を
機
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
が
所
在
し
て
い

る
。
青
山
雅
史
に
よ
れ
ば
明
治
二
十
六
年
霜
害
に
関
連
す
る
碑
は
，
合
計
一
四
件

が
確
認
さ
れ
て
い
る

）
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。
石
碑
の
存
在
は
、
霜
害
の
被
災
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
お
り
、
複
数
の
自
然
災
害
伝
承
碑
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
本
災
害

の
規
模
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
建
立
者
に
つ
い
て
は
、
本
庄
市
児
玉
町
飯
倉
の
「
蚕
影
山
神
社
」
で

は
、
当
所
氏
子
中
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
一
村
範
囲
で
の
信
者
が
集
ま
っ
て
建

立
し
た
も
の
が
あ
る
一
方
、
深
谷
市
の
「
秋
蚕
碑
」
で
は
、
玉
精
組
と
い
う
組
合

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
寄
付
者
の
在
地
を
見
る
と
、
蚕
種
製
造
者
が
本
拠

と
す
る
長
野
県
と
も
に
、
上
原
・
上
野
台
・
柏
合
・
小
前
田
・
東
五
十
子
・
藤
沢

と
い
っ
た
深
谷
市
域
周
辺
の
地
名
が
並
ぶ
。
長
野
県
を
別
に
し
て
も
そ
の
範
囲
は

近
世
期
の
講
中
よ
り
も
広
い
地
域
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。

○
大
正
時
代
の
蚕
神

　

大
正
時
代
で
は
、
三
件
の
蚕
神
が
確
認
さ
れ
る
。
小
鹿
野
町
の
絹
笠
神
社

を
除
く
と
、
蚕
の
慰
霊
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
建
立
さ
れ
た
深
谷
市
原
郷
「
蚕
影
霊
神
碑
」
に
つ
い
て
は
先
述

し
た
通
り
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
建
立
さ
れ
た
本
庄
市
大
正
院

の
「
蚕
蛹
供
養
塔
」
に
は
、
本
庄
市
域
を
中
心
に
し
た
八
社
の
製
糸
所
や
糸
繭
商

の
名
前
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
本
件
は
、
糸
繭
商
の
呼
び
か
け
に
よ
り
建
立
さ
れ

た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
昭
和
初
期
に
製
糸
所
に
よ
る
農
家
か
ら
の
直
接
買
付
が
始

ま
り
、
中
間
業
者
で
あ
る
糸
繭
商
が
衰
退
す
る
に
し
た
が
っ
て
供
養
祭
も
お
こ
な

わ
れ
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る

）
18

（
註

。
し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
埼
玉

県
製
糸
協
会
会
長
を
務
め
た
小
林
嘉
朗
氏
が
施
主
と
な
り
、
供
養
祭
が
再
興
さ
れ
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た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
五
月
二
十
八
日
に
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
県
内
で

も
少
な
く
な
っ
た
現
在
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
養
蚕
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

○
昭
和
時
代
の
蚕
神

　

昭
和
時
代
の
も
の
は
、
七
件
が
確
認
で
き
る
。
蚕
影
山
関
係
が
四
件
と
、
蚕
の

慰
霊
に
関
す
る
も
の
三
件
で
あ
る
。

　

熊
谷
市
柿
沼
の
「
蚕
影
神
社
」
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
養
蚕
実
行

組
合
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
祭
典
で
使
用
さ
れ
た
祭
詞
の
案
文
は
、
片
倉
石

原
製
糸
所
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
組
合
設
立
に
は
近
隣
の
製
糸
工
場
が
関

与
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
滑
川
町
月
輪
の
「
蚕
魂
之
碑
」
は
、
月
輪

養
蚕
組
合
が
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
養
蚕
組
合
が
成
立
し
た
経
緯
が
分
か
る
も
の
と
し
て
、
上
里
町
安
盛
寺
に
所
在

す
る
「
蚕
影
山
建
立
記
念
碑
」
が
あ
る
。

【
翻
刻
４
】
上
里
町
神
保
原
町
「
蚕
影
山
建
立
記
念
碑
」
（
写
真
６
）

（
表
面
）

　

蚕
影
山
建
立
記
念
碑

　

我
國
養
蚕
発
祥
ノ
地
ニ
位
ス
ル
本
村
ハ
古
来
養
蚕
ヲ
唯
一
ノ
副
／
業
ト
セ
リ
顧

レ
ハ
大
正
元
年
同
志
廿
三
人
ヲ
以
テ
組
合
ヲ
創
立
／
以
来
二
十
有
八
年
ノ
歳
月

ヲ
重
ネ
其
間
組
合
員
一
致
協
力
養
蚕
／
ノ
改
良
組
合
ノ
発
展
ニ
努
力
シ
屢
々
表

彰
ノ
栄
ヲ
蒙
リ
タ
ル
為
／
続
々
加
入
者
ヲ
迎
ヘ
テ
全
組
合
員
数
百
十
餘
名
資
産

参
千
餘
圓
／
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
レ
リ
現
石
神
養
蚕
実
行
組
合
是
レ
ナ
リ
偶
々
多
／

年
ノ
宿
望
タ
ル
養
蚕
ノ
守
護
神
蚕
影
山
勧
請
ノ
議
起
ル
ヤ
時
恰
／
モ
日
支
事
変

中
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ス
熱
誠
ナ
ル
組
合
員
ノ
欣
然
之
ヲ
／
可
決
シ
有
力
者
ノ
後
援
ヲ

仰
キ
テ
地
ヲ
此
処
ニ
卜
シ
社
祠
ヲ
建
／
立
シ
永
ヘ
ニ
蚕
作
ノ
豊
満
ヲ
祈
リ
一
村

ノ
繁
栄
ト
国
家
ノ
隆
昌
／
ト
ニ
貢
献
セ
ン
ト
シ
工
既
ニ
竣
リ
又
茲
ニ
記
念
碑
ヲ

建
テ
由
来
／
刻
シ
後
世
ニ
傳
ヘ
ン
ト
欲
ス

　
　
　

昭
和
十
四
年
四
月
十
三
日

　
　
　
　
　

埼
玉
県
養
蚕
業
組
合
会
長　

石
坂
養
平　

篆
額
撰
書

（
裏
面
）

　

寄
付
者
氏
名
略
す

　

本
碑
に
よ
れ
ば
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
二
三
名
で
結
成
さ
れ
た
組
合

が
、
二
十
八
年
を
経
て
会
員
数
一
二
〇
名
を
超
す
石
神
養
蚕
実
行
組
合
に
発
展
し

た
の
で
、
蚕
影
山
を
勧
請
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
も
と
も
と
は
築
山
の
上
に

石
祠
と
本
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
た
が
、
後
年
山
は
崩
さ
れ
て
、
現
在
は
安
盛
寺
境

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

養
蚕
組
合
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
各
地
で
設
立
さ
れ
た
が
、

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
公
布
さ
れ
た
蚕
糸
業
組
合
法
に
よ
っ
て
養
蚕
実
行
組

合
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
組
合
で
は
、
共
同
販
売
購
買
、
稚
蚕
共
同
飼
育
な

ど
、
共
同
事
業
を
推
進
し
た
。
養
蚕
業
が
個
人
的
な
営
み
か
ら
共
同
体
に
よ
る
も

の
へ
と
色
彩
が
移
っ
て
い
っ
た
の
が
、
昭
和
時
代
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期

に
組
合
に
よ
る
蚕
影
神
社
の
勧
請
が
進
む
の
は
、
祭
典
を
お
こ
な
う
こ
と
で
よ
り

組
合
の
結
束
を
強
化
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
組
合
と
蚕
影
山
の

関
係
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な
る
。

　

大
正
時
代
に
引
き
続
き
、
蚕
の
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
た
。
熊
谷
市
万
平
町
の

「
蚕
霊
塔
」
は
、
埼
玉
県
蚕
糸
業
組
合
が
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
、
生

糸
生
産
の
た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た
繭
の
慰
霊
の
た
め
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
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「
蚕
霊
塔
」
が
あ
る
万
平
公
園
に
隣
接
し
て
繭
検
定
所
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
地
が
選
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
嵐
山
町
越
畑
の
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

「
蚕
霊
供
養
塔
」
や
、
県
内
最
後
の
蚕
神
と
な
る
滑
川
町
月
輪
の
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
「
蚕
魂
之
碑
」
（
写
真
７
）
も
ま
た
、
蚕
の
慰
霊
に
関
わ
る
も
の
と

な
る
。

　

こ
れ
ら
昭
和
時
代
の
慰
霊
の
特
徴
と
し
て
は
、
明
治
時
代
と
異
な
り
災
害
で
死

ん
だ
蚕
に
対
し
て
で
は
な
く
、
養
蚕
・
製
糸
の
工
程
で
死
ん
で
い
く
蚕
を
対
象
と

し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
動
物
観
の
変
化

が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
も
正
確
な
理
解
を
す
る
た
め
に
は
、
よ
り

詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

○
本
調
査
の
課
題
に
つ
い
て

　

本
調
査
で
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
習
俗
や
行
事
な
ど
は
割
愛
し
た
。
ち
な

み
に
県
内
に
お
け
る
養
蚕
習
俗
を
概
見
す
る
と
、
入
間
郡
を
中
心
に
し
て
オ
シ
ラ

講
が
盛
ん
で
あ
る
の
に
北
部
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の

代
わ
り
、
大
里
郡
で
は
明
治
初
年
か
ら
流
行
神
的
に
広
が
っ
た
オ
キ
ヌ
サ
マ
信
仰

の
分
布
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
里
郡
域
で
は
、
近
世
期
ま
で
蚕
神
の
分
布
が
薄

か
っ
た
が
、
明
治
以
降
に
そ
の
需
要
が
生
じ
た
と
こ
ろ
に
オ
キ
ヌ
サ
マ
信
仰
が
入

り
込
ん
だ
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
養
蚕

に
関
わ
る
民
俗
事
例
と
本
調
査
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
習
俗
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
直
接
養
蚕
と
結
び
つ
か
な
い
神
仏
も
割
愛
し
て
い
る
。
し
か
し
、
割
愛

し
た
神
仏
の
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
養
蚕
専
門
と
見
な
し
て
良
い
事
例
も
あ
る
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
所
沢
市
北
野
天
神
社
の
境
内
社
で
あ
る
文
子
天
神
社
が
あ
る
。

文
子
天
神
社
は
、
「
は
た
神
様
」
と
通
称
さ
れ
、
現
在
も
四
月
八
日
に
養
蚕
祭
が

実
施
さ
れ
て
い
る

）
19

（
註

。
本
神
社
は
、
慶
長
年
間
に
養
蚕
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た

形
跡
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
本
庄
市
児
玉
町
高
柳
の
虚
空
蔵
尊
で
は
、
毎
年
一

月
十
三
日
に
縁
日
と
し
て
「
蚕
影
山
の
お
祭
り
」
が
あ
り
、
境
内
の
井
戸
に
カ
イ

コ
ザ
ル
を
沈
め
て
占
い
を
し
て
い
た
と
い
う

）
20

（
註

。
こ
う
し
た
も
と
も
と
は
専
門
外

だ
っ
た
神
仏
が
、
養
蚕
の
御
利
益
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
解
明
す
る

こ
と
は
、
民
俗
信
仰
研
究
に
お
い
て
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
だ
ろ
う
。
特
に
稲
荷

神
社
は
、
養
蚕
の
御
利
益
を
専
ら
に
う
た
い
信
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
も

多
い
。
い
か
に
し
て
一
つ
の
寺
社
が
養
蚕
の
利
益
を
売
り
物
と
し
て
勢
力
を
拡
大

し
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
本
調
査
は
埼
玉
県
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
地
域
で

の
蚕
神
の
調
査
が
進
む
と
、
蚕
神
の
実
態
に
よ
り
深
く
迫
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
他
地
域
で
の
調
査
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

註

（
註
１
）
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道
師
協
会
（
蚕
神
総
合
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
／

写真 6 　上里町神保原
昭和14年（1939）「蛋影山建立記念碑」

写真 7 　滑川町月輪
昭和43年（1968）「蚕魂之碑」
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編
『
群
馬
の
蚕
神
─
群
馬
県
蚕
神
総
合
調
査
報
告
書
─
』
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道
師

協
会　

二
〇
一
八
年

（
註
２
）
新
井
清
『
か
な
が
わ
の
養
蚕
信
仰
―
調
査
資
料
集
成
―
』
私
家
本　

一
九
九
八
年

（
註
３
）
小
野
川
恵
美
子
『
諏
訪
の
蚕
神
』
私
家
本　

二
〇
一
八
年

（
註
４
）
鳩
山
町
史
編
纂
委
員
会
／
編
『
鳩
山
の
修
験
』
鳩
山
町　

二
〇
〇
三
年

（
註
５
）
埼
玉
県
／
編
『
新
編
埼
玉
県
史
別
編
一
』
埼
玉
県　

一
九
八
八
年　

四
三
〇
―

四
三
一
頁
に
は
、
県
内
に
お
け
る
代
表
的
な
養
蚕
信
仰
の
護
符
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
註
６
）
埼
玉
県
神
社
庁
神
社
調
査
団
／
編
『
埼
玉
の
神
社　

全
三
巻
』
埼
玉
県
神
社
庁　

一
九
八
六
年　

一
九
九
二
年　

一
九
九
八
年

（
註
７
）
情
報
提
供
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
清
水
明
氏
、
金
子
敏
之
氏
、
守
屋
泰
平
氏
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。

（
註
８
）
（
註
５
）
前
掲
書　

四
一
五
頁

（
註
９
）
馬
鳴
菩
薩
は
、
秤
や
糸
を
持
っ
た
騎
乗
像
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
像
は
巻

物
ら
し
き
も
の
と
数
珠
を
持
っ
た
僧
形
像
で
あ
る
。
果
た
し
て
本
像
が
、
当
初
か
ら
馬
鳴

菩
薩
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
か
は
疑
問
が
残
る
。

（
註
10
）
二
〇
二
五
年
二
月
一
九
日
に
現
地
調
査
し
た
際
に
は
、
笠
と
基
礎
を
残
し
て
塔
身
部

が
消
失
し
て
い
た
。

（
註
11
）
柿
原
謙
一
／
編
『
秩
父
地
域
絹
織
物
史
料
集
』
埼
玉
新
聞
社　

一
九
九
五
年　

八
五

頁

（
註
12
）
熊
谷
市
教
育
委
員
会
／
編
『
熊
谷
市
史
資
料
編
五
』
熊
谷
市　

二
〇
二
二
年　

四
七
五
頁

（
註
13
）
権
田
愛
三
『
実
験
麦
菽
栽
培
改
良
法 

増
訂
（
三
版
）
』
埼
玉
農
報
社　

一
九
一
三
年

　

三
六-

三
七
頁

（
註
14
）
（
註
５
）
前
掲
書　

四
四
〇
頁
で
は
、
沖
大
関
養
蚕
組
合
が
昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）
に
建
立
し
た
石
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
石
碑
で
あ
る
か
分

か
ら
ず
、
現
地
調
査
で
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
リ
ス
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郡 市町村 住　　　　所 所　 在　 地 名　　　称 形態 創設年 西暦 備　　　　　　　考 典　　　　拠

66
北部

大里郡 寄居町 末野 花園御嶽城跡 蚕影山大神 石碑 明治21年 1888 「蚕影山大神」「明治二十一年三月吉日　願主小峯
定吉　渡辺辨次郎」御嶽碑群の中にある。 実地調査

67 大里郡 寄居町 風布 釜山神社 蚕神像 石像 カイコローグ

68

西部

比企郡 小川町 中爪1039 八宮神社 蚕影山 石祠 昭和12年 1937
昭和50年代くらいまではお札を出していた。「蚕
影山」「昭和十二年四月十八日　中爪養蚕実行組
合建之」

埼玉の神社

69 比企郡 小川町 木呂子303 吉野神社 梅の宮神社 境内社 安政 6年 1859 安政 6年に養蚕を奨励した領主小野朝右衛門を祀
る。通称を「こかげさま」という。 埼玉の神社

70 比企郡 小川町 飯田681 飯田神社 養蚕神社 石祠 嘉永元年 1848 「養蚕神社」「嘉永元星舍戊申六月吉祥日　醫王山
法印宥譽」 カイコローグ

71 比企郡 嵐山町 菅谷 槻川岸 蚕影山 石祠 槻川岸にたつ巨石の上に石祠が祀られる。 菅谷村報道

72 比企郡 嵐山町 越畑1086 宝楽寺 蚕霊供養塔 石碑 昭和13年 1938 「蚕霊供養塔」「昭和十三年十二月」「願主　市川
兵蔵」 実地調査

73 比企郡 滑川町 月輪418 月輪神社 蚕魂之碑 石碑 昭和43年 1968
「蚕魂之碑」「昭和四十三年八月吉日　施主月輪養
蚕組合」隣には同年建立の「月輪稚蚕共同飼育所
建設記念碑」もある

実地調査

74 比企郡 鳩山町 大橋619 黒石神社 蚕影神社 境内社 明治15年 1882

明治15年に桑葉が雹で被害を上けたことに起因す
る。3月10日、繭玉を笹を敷き詰めた盤台に盛っ
て供えた。氏子は、笹を持ち帰り、その年初めて
熟した蚕を笹の上に載せた。

埼玉の神社

75 入間郡 入間市 根岸446 稲荷神社 蚕影山神社 境内社 明治22年 1889 明治22年に分霊した。近隣30余村に代参講が結成
されるほど、賑わった。 埼玉の神社

76 入間郡 入間市 豊岡3-7-32 豊岡愛宕神社 蚕影神社 境内社 文政 2年 1819
文政 2年 3月に勧請。昭和20年に当地に移転。昭
和29年 4 月 8 日に遷座祭。祠は、奉安殿を再利用
している。

カイコローグ

77 入間郡 入間市 宮寺2324 長久寺 馬鳴大士 境内社 4月19日（近年は 4月第 3日曜日）に祭りを実施。 カイコローグ

78 入間郡 入間市 高倉3-3-4 高倉寺 馬鳴堂 境内社 以前はお堂があったが、今は本堂に合祀。 カイコローグ

79 入間郡 川越市 笠幡1280 尾崎神社 養蚕社 境内社 埼玉の神社

80 入間郡 川越市 笠幡4431 箱根神社 養蚕社 境内社 埼玉の神社

81 入間郡 川越市 笠幡4431 箱根神社 蚕影山馬鳴菩薩 石祠 享和 3年 1803 「蚕影山馬鳴菩薩」「享和三年　蔵ヶ谷戸講中」 埼玉の神社

82 入間郡 川越市 笠幡2001-6 浅間神社 蚕影山大権現 石碑 富士塚の中にある。「蚕影山大権現」「文化十癸酉
年三月　笠幡村上宿講中」 カイコローグ

83 入間郡 川越市 笠幡1689-1 三島日光神社 蚕影大権現 石碑 文化12年 1815 「蚕影大権現」「文化十二年　下宿講中」 カイコローグ

84 入間郡 川越市 南大塚2-4-7 菅原神社 蚕霊山 石碑 明治27年 1894 「蚕霊山碑」「明治二十七年八月建立」 カイコローグ

85 入間郡 坂戸市 厚川135 大家神社 蚕影山神社 境内社 八坂神社、金毘羅神社と並んで祀られてる。 埼玉の神社

86 入間郡 狭山市 加佐志174 羽黒神社 馬鳴大士 祠 本殿内に安置 埼玉の神社

87 入間郡 狭山市 下奥富1465 亀井神社 蚕影山大権現 石祠 文政13年 1830 「蚕影山大権現」「文政十三年　願主講中」 埼玉の神社

88 入間郡 狭山市 笹井1962 白鬚神社 蚕神神社 境内社 埼玉の神社

89 入間郡 狭山市 上広瀬983-2 浅間神社 蚕影神社 境内社 富士塚の中に祭られる。 8月21日の火祭りでは、
蚕影神社前に護摩木が立てられる。 カイコローグ

90 入間郡 狭山市 狭山9-7 峰愛宕神社 蚕影神社 境内社 由緒不明。昭和11年に改築。 カイコローグ

91 入間郡 狭山市 上奥富508 梅宮神社 蚕影神社 境内社 カイコローグ

92 入間郡 狭山市 広瀬東2-39 路上 養蚕神社 祠 カイコローグ

93 入間郡 狭山市 柏原2298 常楽寺 蚕生大権現 石祠 文政 4年 1821 「蚕生大権現」　「文政四年辛巳四月　講中」 狭山市史 民俗編

94 入間郡 狭山市 東三ツ木8-1 薬師堂 馬鳴大菩薩 石碑 文化 5年 1822 「馬鳴大菩薩」「文化五辰二月吉日」 狭山市史 民俗編

95 入間郡 志木市 上宗岡4-27-20 羽根倉浅間神社 蚕機神碑 石碑 「蚕機神碑寄附連名」富士塚の中にある。 カイコローグ

96 入間郡 鶴ヶ島市 五味ヶ谷169 平玉神社 蚕霊神社 境内社 清水明資料

97 入間郡 鶴ヶ島市 田ヶ谷617 高徳神社 蚕神社 境内社 藤兼氷川神社の境内社だったものを、当地に移
転。 鶴ヶ島市史

98 入間郡 所沢市 西新井町17-35 熊野神社 蚕養 境内社 『境内古絵図』には、蚕養が載っているが、現存
しない。 埼玉の神社

99 入間郡 所沢市 上新井2-6-10 六所神社 蚕影神社 境内社 明治29年 9 月の扁額が掛かる。 埼玉の神社

100 入間郡 所沢市 上山口1878 熊野神社 蚕影山大権現 石碑 嘉永 7年 1854 「常陸国　蚕影山大権現」「武蔵国入間郡　新堀村
　大鐘村　護摩講中」「嘉永七年四月勧請」 カイコローグ

101 入間郡 所沢市 堀之内146-1 聴松軒 馬鳴尊者 石像 享保19年 1734 巻物と数珠を持った僧形像「享保十九甲寅　秋彼
岸中」 カイコローグ

102 入間郡 所沢市 ― 個人宅 蚕影山大権現 石祠 文久元年 1861
「月山　湯殿山　羽黒山　三山大権現」「蚕影山大
権現」「西国　秩父　坂東　百ヶ所供養塔」「願主
　某木之左衛門　文久元年八月八日」

カイコローグ

103 入間郡 飯能市 上名栗217 星宮神社 蚕影社 境内社 埼玉の神社

104 入間郡 飯能市 芦苅場389 永昌寺 蚕養運徳尊 石碑 明治21年 1888 「蚕養運徳尊」「明治二十一年秋彼岸　芦苅場村　
永文拝立」 カイコローグ

105 入間郡 飯能市 芦苅場381 赤城神社 蚕影山 境内社 飯能市史資料編

106 入間郡 飯能市 下川崎60 下川崎八坂神社 蚕影 境内社 埼玉の神社

107 入間郡 飯能市 下加治160 白子神社 蚕影社 境内社 埼玉の神社

108 入間郡 日高市 高萩2066 下高萩公会堂 蚕影三尊塔 石像 文化 5年 1808 「文化五年　高麗郡下高萩村」「奉読誦普門品供養
塔」「文化五年戌子年十二月吉祥日」 カイコローグ

109 入間郡 日高市 中鹿山394-14 八幡神社 蚕影神社 境内社 実地調査

110 入間郡 ふじみ野市 苗間 個人宅 蚕影山 石祠 個人の屋敷神としている。 埼玉県入間東部地区の民俗

111 入間郡 ふじみ野市 駒林 個人宅 金蚕種神社 不明 個人の屋敷神としている。 上福岡市史

112 入間郡 越生町 津久根23 津久根八幡神社 蚕影神社 境内社 明治年間 1868 明治年間に建立。大正時代末期に移転した。 カイコローグ

113

秩父

秩父郡 秩父市 下影森1455 琴平神社 蚕影社 境内社
7月最終日曜日に、八幡、蚕影、諏訪、稲荷と
いった境内社の大祭を八朔の節句として、屋台を
出しておこなう。

埼玉の神社

114 秩父郡 秩父市 桜木町21-3 定林寺 蚕影神社 境内社 定林寺の境内に諏訪神社と並んで祀られる。 実地調査

115 秩父郡 秩父市 寺尾1907 諏訪神社 蚕影社 境内社 埼玉の神社

116 秩父郡 秩父市 上影森255-1 諏訪神社 蚕神社 境内社 埼玉の神社

117 秩父郡 小鹿野町 両神薄1421 御霊神社 蚕神 境内社 埼玉の神社

118 秩父郡 小鹿野町 藤倉1335-6 絹笠神社 絹笠神社 祭神 大正13年 1924 大正13年建立 清水明資料

119 秩父郡 小鹿野町 両神小森1987 蚕影神社 蚕影神社 神社 実地調査

120 秩父郡 長瀞町 井戸225 岩根神社 蚕神像 石像 明治40年 1907 「蚕守護神　明治四十年三月十七日　当所柳井仁
十郎納之」 実地調査

121 秩父郡 皆野町 皆野238 椋神社 蚕神社 境内社 明治40年に愛宕社境内にあったものを八坂神社に
合祀 金子敏之資料

122 秩父郡 皆野町 上日野沢字杉ノ入 道端 蚕霊神社 石祠
戦前は群馬県高崎からも参拝者が来た。繭玉の貸
し出しをおこない、翌年に倍にして返した。 4月
第一日曜日にお祭りをおこない、お札を出す。

金子敏之資料

123 秩父郡 皆野町 下日野沢字宮2357 沢辺神社 蚕霊神社 合祀 沢辺神社に合祀。 金子敏之資料

124 秩父郡 皆野町 大渕字橋場418-2 蔵殿蔵王権現神社 蚕種子神社 境内社 旧暦 1月14日が祭礼日だった。 金子敏之資料

125 秩父郡 皆野町 三沢1960 二十三夜寺 馬鳴菩薩 仏像 本堂で祭る。 5月の縁日では養蚕講がおこなわれ
る。 実地調査

126 秩父郡 横瀬町 川久保 道端 蚕影山 石碑 文久 3年 1863 「蚕影山灯篭　文久三年十月吉日建立」現物は破
損している。 横瀬町地誌

127 秩父郡 横瀬町 横瀬511-3 古御嶽神社 養蚕大神 石碑 「女人講　十八人」 横瀬町地誌

128 秩父郡 横瀬町 芦ヶ久保 富士浅間神社 蚕影神社 境内社 富士浅間神社に蚕影社が合祀されている。 横瀬町地誌

129

中央

足立郡 さいたま市 桜区白鍬68 慶福寺 馬鳴菩薩題目塔 石碑 鬚題目の下に馬鳴菩薩と彫られている。
「施主　矢作常吉」 清水明資料

130 足立郡 鴻巣市 大芦1031 氷川神社 蚕養社 合祀 明治40年に新在家にあった蚕養社を合祀した。 埼玉の神社

131 足立郡 鴻巣市 本宮町1-9 鴻神社 蚕影山神社 境内社 合祀社に祀られている。 実地調査

132
東部

北葛飾郡 久喜市 菖蒲町下栢間2691-20 富士塚古墳 蚕影社大神 石碑 明治27年 1894 「蚕影大神、木花咲耶姫、豊受姫神」「明治二十有
七年」 実地調査

133 北埼玉郡 白岡市 篠津1798 久伊豆神社 蚕影神社 境内社 『埼玉の神社』では蚕影神社とあるが、現地では
榛名神社となっている。 埼玉の神社
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1

北部

児玉郡 神川町 上阿久原660 八王子神社 蚕影山大神 石碑 「蚕影山大神」 清水明資料

2 児玉郡 神川町 元阿保1 阿保神社 蚕影大神 石祠 古峰社、天満宮、神明宮、稲荷大神、白山社、八
坂社、十二天社の石祠と一緒に並ぶ。 埼玉の神社

3 児玉郡 神川町 関口38 今城青坂稲実池上神
社 蚕養神 石祠 文化 8年 1811

地元では蚕影社と呼び、 4月23日に「蠶影大神御
守護」の札を授与した。石祠に「蚕養神　願主関口
村中　植竹村新田講中　文化八年三月吉日施主　
授生観音経十萬巻植竹村別当清常院」とある。

埼玉の神社

4 児玉郡 神川町 二ノ宮750 金鑚神社 蚕影神社 境内社 明治36年 1903 明治36年に木村九蔵を讃えて勧請された。平成 8
年まで 4月17日に祭りをおこなった。 埼玉の神社

5 児玉郡 神川町 小浜640 小松神社 蚕影神社 境内社 埼玉の神社

6 児玉郡 神川町 新里2079 白岩神社 蚕影神社 境内社 埼玉の神社

7 児玉郡 神川町 四軒在家134 日枝神社 蚕影神社 境内社 2月25日に祭りがある。 埼玉の神社

8 児玉郡 上里町 大御堂1131-1 三嶋神社 蚕影神社 境内社
平成12年に再建された社殿内には、「蚕影神社」
と彫られた石碑と以前の建物で使った「蚕」の文
字瓦が置かれている。

埼玉の神社

9 児玉郡 上里町 長浜1294 丹生神社 蚕影神社 境内社
3月20日が祭り。燈篭や万灯を立てた。機神様の
行事は、初午と一緒に行い、女性で飲食する。居
坐機が盛んだったころの名残。

埼玉の神社

10 児玉郡 上里町 勅使河原1864 大光寺 蚕影山 境内社 昭和 2年 1927 昭和 2年に茨城県神栖市の星福寺から馬鳴菩薩を
勧請。令和 4年ごろから祭りは休止。 実地調査

11 児玉郡 上里町 金久保701 陽雲寺 蚕影山大神 石碑 明治44年 1911 「岩切飯綱大神　加波山三枝神社　蚕影山大神　
正三等第八級大講義　神道教師　飯田彦一郎」 実地調査

12 児玉郡 上里町 神保原町263-1 安盛寺 蚕影山建立記念碑 石碑 昭和14年 1939 昭和14年に養蚕改良組合が建立したもの。石碑の
前には築山上にあった石祠が置かれている。 実地調査

13 児玉郡 上里町 大御堂736 浅間神社 蚕影神社 境内社 富士塚の登り口に位置し、中にはダルマが供えて
ある。 カイコローグ

14 児玉郡 上里町 長浜1370 長幡部神社 蚕影神社 境内社 3月20日に祭りがあった。旧家屋敷地にあったも
のを神社に遷した。 埼玉の神社

15 児玉郡 本庄市 西五十子632-2 大寄諏訪神社 養蚕社 境内社 埼玉の神社

16 児玉郡 本庄市 栗崎152 金鑚神社 蚕影大神 石碑 明治33年 1900
4 月13日にお祭りがあり、五色の祓い串が配ら
れ、蚕室を祓った。石碑には、女神像の線刻あ
り。「蚕影大神」「明治三十三年四月氏子中」

埼玉の神社

17 児玉郡 本庄市 寿2-1-21 諏訪神社 蚕影 境内社 埼玉の神社

18 児玉郡 本庄市 上仁手212 諏訪神社 養蚕神社 境内社 祭典では、最後に養蚕神社の前で祝詞を挙げた。 埼玉の神社

19 児玉郡 本庄市 仁手353 諏訪神社 蚕影山神社 境内社 埼玉の神社

20 児玉郡 本庄市 下野堂1-21-2 二柱神社 蚕影大神 石碑 明治24年 1891 「蚕影大神」「明治二十四年」 埼玉の神社

21 児玉郡 本庄市 東五十子10 若電神社 絹笠・蚕影神社 境内社
祭典は、御嶽神社の祭日に合わせておこなってい
たが、平成 3年には養蚕農家がいなくなってし
まった。

埼玉の神社

22 児玉郡 本庄市 児玉町稲沢225 住吉神社奥宮 蚕影山大神 石碑 清水明資料

23 児玉郡 本庄市 児玉町入浅見899 金鑚神社 絹笠神社 境内社 実地調査

24 児玉郡 本庄市 児玉町保木野314 御霊稲荷神社 蚕影神社 石祠 埼玉の神社

25 児玉郡 本庄市 児玉町飯倉 道端 蚕影山神社 石碑 明治33年 1900
明治30年ごろ、霜の被害で死んだ蚕を埋葬した後
に石碑を立てた。天王坂にある。「蚕影山神社」
「明治三十三季庚子三月二十三日　当所氏子中」

埼玉の神社

26 児玉郡 本庄市 小島2-15-24 蚕影山古墳 蚕影山 石祠 「窪工芸所」 カイコローグ

27 児玉郡 本庄市 本庄2-4-8 大正院 蚕蛹供養塔 石碑 大正12年 1923 「蚕蛹供養塔　大正十二年三月」 カイコローグ

28 児玉郡 美里町 倉林・川輪 ― 蚕影山霊神 石碑 明治27年 1894 現在地不明。「蚕影山霊神」「明治二十七年旧六月
廿三日　倉林川輪氏子中」 新編埼玉県史　別編1

29 児玉郡 美里町 下児玉322 金鑚神社 蚕影大神 石碑 明治38年 1905 「蚕影大神」「明治三十八年六月二日　田畑氏」 埼玉の神社

30 児玉郡 美里町 南十条549 初玉稲荷神社 蚕影大神 石碑 「蚕影大神」 埼玉の神社

31 児玉郡 美里町 猪俣63 東大澤神社 蚕影山神社 境内社 明治43年に移転してきたもの。 埼玉の神社

32 児玉郡 美里町 広木 1 瓺𦼆神社 蚕影 境内社 埼玉の神社

33 児玉郡 美里町 中里 8 雷電神社 蚕影 境内社 埼玉の神社

34 大里郡 熊谷市 石原1122 真宗寺 蚕影山堂 境内社 勢至蚕影山といい、 4月15日にお祭りがあった。 埼玉の神社

35 大里郡 熊谷市 大塚368 熊野神社 豊蚕神社 合祀 明治12年に合祀。「百貫蚕」を飼う家も多く、合
祀以前は熊野神社よりも大きかった。 埼玉の神社

36 大里郡 熊谷市 柿沼 道端 蚕影大神 石碑 昭和11年 1936 「蚕影大神　昭和十一年十二月」 実地調査

37 大里郡 熊谷市 間々田248 稲荷神社 蚕影 境内社 明治40年の繭額のほか、製糸会社から奉納された
石灯籠などがある。 埼玉の神社

38 大里郡 熊谷市 相上 1 吉見神社 養蚕社 境内社 埼玉の神社

39 大里郡 熊谷市 万平町 1 万平公園 蚕霊塔 その他 昭和36年 1961 昭和36年、埼玉県蚕糸業協会が設置。 実地調査

40 大里郡 熊谷市 妻沼小島1907-2 稲荷神社 蚕影山神社 石碑 明治26年 1893 明治26年に霜害を受けた蚕を埋めた。 実地調査

41 大里郡 深谷市 上柴1--18 諏訪神社 蚕霊 境内社 埼玉の神社

42 大里郡 深谷市 境81-2 玉津島神社 蚕影神社 境内社 明治26年 1893 明治時代の霜害で死んだ蚕を土に埋めてその上に
立てたもの。平成28年に社殿再建。 埼玉の神社

43 大里郡 深谷市 境81-2 玉津島神社 秋蚕碑 石碑 明治35年 1902 明治26年の霜害、秋蚕の導入について記す。 実地調査

44 大里郡 深谷市 樫合646-2 常世岐姫神社 蚕影神社 境内社 埼玉の神社

45 大里郡 深谷市 国済寺520 日吉大神荒神社 蚕影神社 境内社 埼玉の神社

46 大里郡 深谷市 山河636-1 稲荷神社 蚕影山神社 境内社 衣襲神社ともいう。暮霜のため桑の芽が出ず、死
んだ蚕の慰霊のために建立した。 埼玉の神社

47 大里郡 深谷市 西田428 気多神社 蚕影 境内社 祠の屋根瓦に、15個の繭が彫ってある。 埼玉の神社

48 大里郡 深谷市 沓掛303-1 熊野大神社 蚕影 石祠 埼玉の神社

49 大里郡 深谷市 針ヶ谷258-1 八幡大神社 蚕影 境内社 天神、山神、蚕影と同じ祠に並んで祭祀されている。 埼玉の神社

50 大里郡 深谷市 榛沢新田975 二柱大神社 蚕影山神社 境内社 4月11日に祭りがあり、繭玉を配った 埼玉の神社

51 大里郡 深谷市 武蔵野1862 八幡神社 蚕影 境内社 埼玉の神社

52 大里郡 深谷市 永田664 八幡神社 蚕影 境内社 埼玉の神社

53 大里郡 深谷市 小前田1 諏訪神社 蚕影 境内社 明治15年 1882

4 月14日が祭礼日。「百貫蚕」と呼ばれる大規模
な養蚕農家が多かった。明治15年 5 月の霜害で死
んだ蚕を境内に埋めて霊を祭った。昭和10年ごろ
は近隣に講も結成して賑わった。屋根に「蚕」の
文字瓦がある。

埼玉の神社

54 大里郡 深谷市 萱場441 清心寺 祭蚕魂記念碑 石碑 明治34年 1901 「祭蚕魂記念碑　明治三十四年七月」 カイコローグ

55 大里郡 深谷市 新戒856-3 蚕影神社 蚕影神社 神社 明治29年 1896 手水鉢に「奉納　明治二十九年三月吉日」とあ
る。 カイコローグ

56 大里郡 深谷市 血洗島 路上 蚕影神社 石祠 明治23年 1890 「蚕影神社　明治廿三年建之」
平成28年に修復工事 カイコローグ

57 大里郡 深谷市 江原881 聖天堂 蚕影神社 石碑 明治25年 1892 「蚕影神社」「明治二十五年正月二十四日　江原当
廓中」 カイコローグ

58 大里郡 深谷市 江原344 冨士神社 蚕影神社 石碑 明治33年 1900 「蚕影神社」「明治三十三年、石工直吉、神号石奉
納人　飯塚峯吉」 カイコローグ

59 大里郡 深谷市 畠山942 井椋神社 蚕影山神社 境内社 カイコローグ

60 大里郡 深谷市 原郷 民家 蚕影霊神碑 石碑 大正10年 1921 斎藤菊次郎の顕徳碑を兼ねる。明治43年の災害で
死んだ蚕を祀る。 実地調査

61 大里郡 深谷市 大谷417 熊野神社 蚕影神社 境内社 カイコローグ

62 大里郡 深谷市 上野台3225-1 八幡神社 蚕影神社 境内社 明治40年に合祀。 カイコローグ

63 大里郡 寄居町 小園132 壱岐天手長男神社 蚕影 境内社 3月15日に機神を祀る。 埼玉の神社

64 大里郡 寄居町 金尾256-1 白髪神社 蚕大神 境内社 埼玉の神社

65 大里郡 寄居町 赤浜723 出雲乃伊波比神社 蚕影大神 境内社
蚕影大神、三峰大神、古峰大神、天満社、愛宕大
神、白山大神、伊奈利社と同じ祠に並んで祀られ
ている。

実地調査


